
令和２年度の決算内容（決算特別委員会）
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議
会
は
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
９
月
８
日
～
10

日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
令
和
２
年

度
の
予
算
が
目
的
に
沿
っ
て

使
わ
れ
て
い
た
か
審
査
し
、

改
善
点
を
市
に
伝
え
、
今
後

の
事
業
執
行
に
つ
な
げ
て
も

ら
う
た
め
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
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決
算
特
別
委
員
会

が
昨
年
度
の
決
算

審
査
を
実
施
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令和2年度

令和元年度

ʣʣֹֹࢉࢉܾܾܭܭೖೖののൺൺֱֱʢʢҰҰൠൠ会会ࡀࡀ

市税 繰入金 繰越金 諸収入 使用料・手数料 その他自主財源

地方交付税 市債 県支出金 地方消費税交付金 国庫支出金 その他依存財源

令和2年度

令和元年度

ʣʣֹֹࢉࢉܾܾܭܭग़ग़ののൺൺֱֱʢʢҰҰൠൠ会会ࡀࡀ

民生費 教育費 公債費 土木費 衛生費 農林水産業費

消防費 諸支出金 商工費 議会費 災害復旧費 総務費

ग़ۚࢧݿࠃ
46億 2,284 万 6ઍ円

ग़ۚࢧݿࠃ
141億 7,022 万 7ઍ円�

31 億 8,945 万 2ઍ円
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審査の経過（決算特別委員会）
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問

民
生
委
員
事
業
に

つ
い
て
、
民
生
委
員
の
な

り
手
が
い
な
く
な
っ
て
い

る
と
聞
く
が
、
こ
れ
ま
で

ど
う
だ
っ
た
か
。

【
認
定
第
１
号
】（
社
会
福

祉
課
所
管
）

答

３
年
に
一
度
の
改

選
は
あ
る
が
、
本
市
で
は

こ
れ
ま
で
欠
員
に
な
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。た
だ
し
、

担
い
手
の
年
齢
は
高
齢
化

し
て
い
る
現
状
は
あ
る
。

問

生
活
保
護
に
対
す

る
民
生
委
員
の
関
わ
り
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

答

以
前
は
民
生
委
員

を
介
し
て
の
相
談
が
多

か
っ
た
が
、
最
近
は
直
接

市
へ
相
談
す
る
事
例
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
調
査
段

階
や
保
護
決
定
後
に
お
い

て
民
生
委
員
と
情
報
共
有

を
し
つ
つ
、
対
象
者
が
地

域
で
の
生
活
な
ど
に
お
い

て
課
題
が
見
ら
れ
た
場
合

な
ど
、
情
報
提
供
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　３日間にわたり執行部との活発な質疑応答が交
わされ、最終日に討論、採決を行い、全ての会計
を原案のとおり認定すべきものとしました。
　定例会最終日（９月 15日）の本会議で、委員
長が審査結果を報告し、採決の結果、

શてのܾࢉΛ ೝ定 ͠·ͨ͠ɻ

【決算特別委員会　委員】
委員長：村上　寿之 ／ 副委員長：林田　美代子
委　員：坂本　奈央子・安見　貴志・内桶　克之
　　　　田村　幸子　・中野　英一
　　　　田村　泰之　・大関　久義

問

地
場
産
材
活
用
に
よ
る
都
市

魅
力
向
上
事
業
に
つ
い
て
、
整
備
し

た
３
件
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

【
認
定
第
１
号
】（
管
理
課
所
管
）

答

み
か
げ
石
を
使
っ
た
歩
道

整
備
工
事
と
し
て
、
笠
間
駅
前
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
の
芸
術
の
森

公
園
入
口
、
常
陽
銀
行
笠
間
支
店

の
先
の
大
町
富
士
山
線
と
い
う
佐

白
山
の
入
口
を
整
備
し
た
。

問

整
備
し
た
の
が
全
て
笠
間

地
区
だ
が
、
他
の
地
区
も
検
討
に

入
っ
て
い
た
の
か
。

答

友
部
・
岩
間
地
区
で
も
連

続
し
た
長
い
距
離
を
整
備
で
き
れ

ば
と
思
っ
た
が
、
対
応
で
き
る
仕

事
量
の
限
度
も
あ
り
、
こ
の
事
業

内
容
に
な
っ
た
。
笠
間
地
区
な
ら

ば
前
後
で
同
様
に
み
か
げ
石
を

使
っ
て
い
て
、
同
じ
よ
う
に
続
け

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

問

令
和
３
年
度
な
ど
に
追
加

で
整
備
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
か
。

答

令
和
２
年
度
は
国
の
交
付

金
の
内
容
に
該
当
し
た
が
、
こ
の

後
は
地
場
産
材
を
使
っ
た
交
付
事

業
が
出
て
い
な
い
。
再
び
機
会
が

あ
れ
ば

検
討
し

て
い
き

た
い
。
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防災行政無線デジタル化
整備事業

約 4億 480万円

令和２年度決算の注目事業はこれだ！！

みなみ学園義務教育学校整備事業
約 4億 3,767 万円

プレミアム商品券事業
約 1億 6,837 万円

問

コ
ロ
ナ
禍
で
密
集
し
な
い
入

札
方
法
と
し
て
電
子
入
札
導
入
事
業

を
進
め
て
、
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
に

か
か
る
機
器
購
入
等
補
助
を
し
た

が
、
何
社
に
補
助
を
交
付
し
、
業
者

が
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

も
の
は
何
か
。

【
認
定
第
１
号
】（
財
政
課
所
管
）

答

こ
の
補
助
金
の
交
付
対
象
者

は
、
笠
間
市
内
に
本
店
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
電
子
入
札
の
対
象
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
物
品
購
入
や
役
務
の
提

供
に
該
当
す
る
業
者
で
、
補
助
交
付

を
受
け
た
の
は
22
社
。
購
入
し
た
も

の
と
し
て
は
パ
ソ
コ
ン
本
体
、
電
子

認
証
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
な
ど
で
あ
る
。

問

電
子
入
札
に
対
応
で
き
る
環

境
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
も
同
様
の
補
助
金
を
出
す

予
定
は
あ
る
か
。

答

令
和
３
年
度
か
ら
基
本
的
に

は
全
案
件
が
電
子
入
札
と
し
て
お

り
、
業
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
入
札
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
令

和
２
年
度
の
補
助
事
業
で
は
、
物
品

購
入
な
ど
の
業
種
の
市
内
の
小
さ
な

商
店
な
ど
が
自
費
で
導
入
す
る
こ

と
が
難
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
創
生
交
付
金
を

使
っ
て
補
助
制
度
を
導
入
し
た
が
、

補
助
を
受
け
な
か
っ
た
方
も
徐
々
に

対
応
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
状
況
が
あ
る
た
め
、
令
和
３
年
度

か
ら
は
補
助
金
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。


